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二
十
三
番
、
高
倉

二
十
四
番
、
関
山

「
朝
日
さ
す

夕
日
輝
く

相
川
の

月
も
ろ
と
も
に

い
づ
る

み
た
ら
し
」

曹
洞
宗

空
窪
山

自
福
寺

会
津
美
里
町
氷
玉
字
相
川
丁
三
六
五

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

元
は
、
現
在
地
よ
り
北
東
四
百
間
の
地
に

あ
っ
た
と
い
う
。
宝
永
六
年(

一
七
〇
九)
に
高

橋
宗
元
、
吉
川
浄
雲
が
現
在
の
地
に
堂
を
移
す

こ
と
を
発
願
し
、
享
保
二
年(

一
七
一
七)

に
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
御
手
洗
」
と
い
う
泉
が

集
落
の
北
に
あ
っ
た
と
い
う
。
丘
の
う
え
に
あ

り
ま
す
。

「
高
倉
は

岩
を
積
み
し

山
な
れ
ば

人
の
願
い
を

満
つ
る
高
倉
」

天
台
宗

稲
菖
山

高
倉
寺

会
津
美
里
町
字
丸
山
乙
六
九
一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

平
安
末
の
高
倉
宮
以
仁
王(

も
ち
ひ
と
お
う)

ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
堂
で
、
天
長
年
間
の
九
世

紀
前
半
の
草
創
。
高
倉
宮
が
随
行
し
た
長
沢
大

夫
坊
常
春
に
観
音
像
を
渡
し
安
置
し
た
も
の
と

い
う
。
元
は
、
山
の
西
側
ふ
も
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
階
段
下
に
移
り
、
そ
し
て
現
在
地
の

階
段
を
二
百
段
登
っ
た
と
こ
ろ
に
移
り
ま
し
た
。

「

散
る
花
を

と
む
る

ひ
玉
の

関
の
山

雲
を

の
ぼ
り
の

道
は
一
筋
」

真
言
宗

日
当
山

日
輪
寺

会
津
美
里
町
字
氷
玉
字
関
山
乙
三
八
一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

本
尊
は
も
と
は
、
会
津
若
松
市
北
会
津
町
小

松
に
あ
っ
た
と
い
う
。
堂
は
元
、
階
段
下
に

あ
っ
た
が
、
寛
政
二
年(

一
七
九
〇)

に
五
八
段

の
階
段
上
に
堂
を
整
備
し
た
と
い
う
。
戊
辰
戦

争
で
、
村
は
焼
か
れ
、
激
戦
と
な
り
、
戦
死
者

墓
が
村
南
に
あ
り
ま
す
。
村
の
西
に
は
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
が
あ
り
ま
す
。

農協付近に駐車。長い階段あり。「宝を積
し」は「岩を積し」、「人の願いも」は
「人の願いを」が正しい。

堂東下に駐車。集落内道路狭し。

道路に駐車。「雲降り登る」は「雲
を登りの」が正しい。


